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Mega Wave Selectは、6月1日からNTT

サテライトコミュニケーションズ（NTT-SC）

が開始した、衛星による高速コンテンツ配信

サービスだ。各コンテンツの配信スピードは

約500kbpsで、7月現在では23のストリー

ミングコンテンツがすでに配信されている

（下表参照）。500kbpsのストリーミングコン

テンツは、これまでのモデムを前提とした低

速のものとは比べ物にならないほど滑らかだ。

動画としてのクオリティーは、MPEG4を使

った場合で、320×240ドット、30フレーム

/秒程度という、かなりテレビに近いレベルの

ものになっている。

また、ストリーミング以外ではファイルの

ダウンロードチャンネルが8月から開始され

る。このサービスは、ダウンロードしたいフ

ァイルを予約しておき、時間になるとダウン

ロードを開始するという仕組みになる。

Mega Wave Selectは、スカイパーフェク

TV用のCSアンテナと、Mega Wave Select

対応のデータ通信ボードがあれば利用できる。

対応OSはウィンドウズ95またはウィンドウ

ズ98のみで、他のOSでは利用できない。

料金は現在のところは試験期間のため無料

だが、別途プロバイダーへの接続料金は必要

となる。Mega Wave Selectではコンテンツ

は衛星を経由して配信されるが、コンテンツ

を受信するためのリクエストはインターネッ

トで送信するためだ。ただし、コンテンツの

受信が開始されれば、ダイアルアップ接続は

切断しても構わない。なお、現状では接続は

モデムまたはTAを使ったダイアルアップに限

られるため、ダイアルアップルーターでは利

用できない。

スカイパーフェクTV用 
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対応受信ボード 
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高速コンテンツがいますぐ楽しめる

衛星インターネット接続サービス「Mega Wave」が、新たにマルチキャスト配信サービス

「Mega Wave Select」として生まれ変わった。これまでのサービスとは異なり、コンテンツ配

信専門サービスとなったMega Wave Selectの実力と可能性を探ってみよう。

マルチキャストを使った新時代の配信サービス

Mega Wave Selectが
コンテンツビジネスを変える！

MPEG4（エムペグ・フォー）：動画像を圧縮するための方式の名称。MPEG1はビデオCD、MPEG2はDVDやCS放送などで用いられているが、MPEG4はインターネットのように速
度や品質が一定ではない条件での利用を想定した方式となっている。

スカパーのアンテナとボードが必要

Mega Wave Select配信コンテンツ

【インターネットライブ】
○J-Stream Official Web Site

【エンターテイメント】
◎12の眼～インディーズムービーサイト
◎AXN/アクションTV
◎CARチャンネル
◎CHANNEL-S
○MEGA-HYPER-TV
○MOOV（ムーヴ）
○Net-TV.co.jp
◎ponycanyon.co.jp
◎アニマックス
○食チャンネル
◎日本テレビ「全日本プロレス」

【ミュージック】
○DJPlayer.com
◎ponycanyon.co.jp

【ニュース】
◎BBCワールド
◎Bloomberg Television[英語版]
◎ブルームバーグテレビジョン
◎e-天気.net

【ショッピング】
◎MALL ON TV

◎ショップチャンネル
◎ファッション・チャンネル

【コンピュータ】
○akibaTV.com
◎インターネット電脳TV

【スカパー!セレクション】
◎ウェルフェアチャンネル
◎スポーツ・アイ-ESPN
○FIGHTING TV SAMURAI!
◎シアターテレビジョン
◎ミュージック・エア・ネットワーク
◎カミングスーンTV
◎キッズステーション
◎食チャンネル
○PROMO 202

【ダウンロード】
○BaySide
○Microsoft Windows関連モジュール
○music.co.jp
○MUSIC Watchダウンロードランキング
○Vector
○カウントダウン窓の杜
○ぴあグルメファイル
○夕刊紙そのまま配信

◎…配信中、○…配信予定

500kbpsのストリーミ
ングは、テレビ並みのク
オリティーだ。

Mega Wave Select利用に必要な機器

配信中のコンテンツは、Mega Wave Selectのホーム
ページで確認できる。

www.megawave.ne.jp/select.html
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INTERNET magazine 2000/9 253IX（Internet eXchange／アイ・エックス）：複数のプロバイダーが回線を引き込み、相互のネットワークを接続することを目的とした設備のこと。

サーバーからクライアントまで
は衛星を経由するため、IPマル
チキャストへの対応は容易だ。 

クライアント 

リクエスト 
（通常のHTTPによるアクセス） 

サーバー 

NTT-SC 
アップリンクセンター 

インターネット プロバイダー 

コンテンツ 
（IPマルチキャスト） 

通信衛星 

【ユニキャスト】 
各クライアントとサーバーが個別に通信
するため、クライアントが増えるほどサ
ーバーとネットワークが混雑する。 

サーバー 

ルーター 

ルーター 

ルーター ルーター 

クライアント クライアント クライアント 

【マルチキャスト】 
データは途中のルーターが複製して転送
するため、クライアントが増えても混雑
はしない。 

サーバー 

ルーター 

ルーター 

ルーター ルーター 

クライアント クライアント クライアント 

Mega Wave Selectは、衛星だけではなく

「IPマルチキャスト」を使うことで、高速コ

ンテンツの配信を可能にしている。

IPマルチキャストとは、同一のデータを複

数のクライアントに効率よく配信する技術だ。

サーバーがIPマルチキャスト用のIPアドレス

（224.0.0.0～239.255.255.255）に向けて

データを送ると、このデータを受け取ったル

ーターが、さらに下流のルーターに向けてデ

ータを複製して転送する。こうした形でデー

タを配信することで、一対一で通信を行う場

合（ユニキャスト）に比べて、サーバーやネ

ットワークの負荷が軽減される仕組みになっ

ている。

ただし、この仕組み上、中継するルーター

（通常の場合はプロバイダーやIXなど）がIP

マルチキャストに対応していなければ、一般

のユーザーは利用できない。これがIPマルチ

キャスト普及のネックとなっているが、Mega

Wave Selectは通信衛星から直接クライアン

トにデータを配信する形のため、こうした問

題はない。IPマルチキャストはテレビのよう

な「放送」をインターネットで実現する技術

であり、CS放送のような衛星通信と相性が

いいのは、ある意味では当たり前とも言える。

CATVやADSLなどの高速回線が家庭に普

及しても、コンテンツを提供する側の体制は

まだ整っていない。動画のような高速コンテ

ンツの将来性については、どのコンテンツプ

ロバイダーでも重要だと認識してはいるもの

の、現状では配送のコストが大きな問題にな

る。たとえば、500kbpsのコンテンツを作る

こと自体は困難ではないが、これを100人の

ユーザーに同時に配信すると50Mbpsもの回

線が必要になる。将来的には回線のコストも

下がるだろうが、現状ではあまりに大きすぎ

る負担だ。

その点、Mega Wave Selectであれば、衛

星とIPマルチキャストを使うため、配送コス

トはかなり安価だ。高速コンテンツをいます

ぐ見られる環境、いますぐ配信できる環境を

整えた、という点において、Mega Wave

Selectの役割は大きい。このサービスが、ブ

ロードバンド時代に向けたさらなる高速コン

テンツの普及に貢献することに期待したい。

IPマルチキャストがコンテンツの配送コストを下げる

ユニキャストとマルチキャスト

Mega Wave SelectのIPマルチキャスト
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254 INTERNET magazine 2000/9 リージョナルデータセンター：特定地域の利用者を対象とした、コンテンツを高速に配信するための設備のこと。CATVインターネットやADSLのように、地域を限定した形で接続サー
ビスを提供するプロバイダーが設置するものを指すことが多い。

NTTサテライトコミュニケーションズは、

これまで提供してきた衛星インターネット接

続サービス「Mega Wave」を中止して、新

たにコンテンツ配信サービスという形の

「Mega Wave Select」を開始している。新

サービスにはどのような経緯で移行すること

になったのだろうか。同社社長の鮫島氏に、

Mega Waveサービス終了の経緯と新サービ

スの今後の展望について伺った。

（聞き手：本誌編集部）

編集部：高速インターネット接続サービスと

してMega Waveには期待していたのですが、

今回サービスを終了させることとなったのは

どのような経緯からでしょうか。

鮫島：一番の理由は速度面での問題です。

サービス開始当初は、回線速度が速くなった

分だけコンテンツを取り込む時間は短くなる

ので、多くの利用者で回線を共有できるだろ

うと想定していました。しかし、実際には長

時間の利用者が増えてきまして、十分なスピ

ードが出ないという問題が生じてきたわけで

す。バックボーン回線や中継機の帯域を増強

して、昨年末からは1ユーザーあたりの速度

を最大1Mbpsに制限するといったような対策

もとってきたのですが、結局のところは当初

の想定よりも10倍程度の回線が必要だとい

うことになってしまったわけです。料金は月

額3,980円の固定料金に設定していましたの

で、これを10倍にするとか、従量課金制を

導入するといった方法も検討したのですが、

やはりそれでは個人向けサービスとしては成

り立たないだろうという結論に達しました。

中には月に数百時間も利用される方もおら

れましたし、こうした高速サービスへのニー

ズが非常に高いことは間違いないのですが、

しかし、このままの形では続けられないので、

なんとか違う形で高速サービスを提供できな

いかと考えまして、新たにMega Wave

Selectというサービスを提供することにしま

した。

編集部：そうした問題は、CATVインターネ

ットやADSLといった他の高速サービスでも

同じなのではないでしょうか。

鮫島：CATVインターネットは、衛星と同様

にアクセスラインを共有する形ですので、同

様の問題を抱えていると思います。実際に、

スピードをある程度絞った形でサービスを提

供されている所も多く見受けられます。

ADSLは局舎までは個別の配線ですが、やは

りそこから先のバックボーンが問題になるで

しょう。データをなるべく手前に置こうとい

う、いわゆるリージョナルデータセンターの

ような動きも出ていますし、こうした点では

当社の新しいサービスと同じような考え方に

近いのではないかと考えています。

編集部：新しく始めるMega Wave Selectで

は、どのようなサービスを提供するのでしょ

うか。

鮫島：Mega Wave Selectでは、提供できる

コンテンツは限定しますが、その代わりにユ

ーザーが増えても速度は保証されます。また、

コンテンツを配信する側にとっては、配信コ

ストが極めて安く提供できるのも大きな特徴

です。提供するコンテンツはだいたい

500kbpsになりますが、これはCS放送の1

チャンネルに比べると約10分の1です。逆に

言えば10倍の種類のコンテンツを送れる可能

性があるわけです。今後はチャンネル数をど

んどん増やしていって、コンテンツが限定さ

れているというネガティブさを払拭していき

たいと考えています。

［Interview］

マルチキャスト配信がインターネットにもたらす可能性

【Mega Wave】 

【Mega Wave Select】 

・インターネット上のサーバーにアクセス可能 
・回線を共有するため、ユーザーごとの帯域を 
 確保できない 
・ユーザーが増えると速度が低下する 
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サーバー 

インターネット NTT-SC 
アップリンク 
センター 

ユーザーA

ユーザーB

ユーザーC

NTT-SC 
アップリンク 
センター 

ユーザーA

ユーザーB

ユーザーC

データA B C

データ
A

B C

デー
タA

B
C

コンテンツ 
サーバー 

・NTT-SCのコンテンツサーバーにのみ
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鮫島 秀一
NTTサテライトコミュニケーションズ株式会社
代表取締役社長

Mega WaveとMega Wave Selectの違い
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INTERNET magazine 2000/9 255パッケージ流通：ここでは、インターネットでの有料データ配信という新しい流通モデルに対して、音楽やソフトウェアをCD（CD-ROM）で販売する従来の流通モデルのことを指す。

編集部：配信するコンテンツについては、ど

のようなものが面白いと考えていますか。

鮫島：現在はまだ試行錯誤の段階なのです

が、せっかくパソコンを使うのですから、イ

ンタラクティブ性のあるものがいいのではな

いかと思っています。わかりやすい例で言う

と、たとえば英会話教育で、質問に正解す

るとより難しいコースに進んでいくようなコ

ンテンツのようなものです。こうしたインタ

ラクティブ性が出てくると、いわゆる放送的

ではない、インターネット的なコンテンツと

なるのではないかと思います。

編集部：ターゲットはパソコンということで

すが、テレビでもこうしたコンテンツが見ら

れるようになると面白いのではないかと思う

のですが。

鮫島：現状ではまだ難しいですね。テレビと

パソコンでは、寝転んで見るか座ってキーボ

ードを前にしているか、といったインタラク

ティブ性の違いもありますし。また、ストリ

ーミング自身のフォーマットもまだまだ進歩

し続けている状況ですので、やはり当面はパ

ソコンを主な対象にすることになると思いま

す。

編集部：ストリーミング以外に、ファイルの

ダウンロードも提供されるということですが。

鮫島：ファイルのダウンロードは、たとえば

10Mバイト程度のファイルであれば5分もあ

れば配信できます。実際にはファイルを配信

するスケジュール表が出てきて、どのファイ

ルをダウンロードするか予約するという形に

なるわけですから、パソコンさえ起動してお

けばどんどん取り込んでくれるわけです。そ

うなるとハードディスクの容量だけが制限と

も言えるわけで、しかもストリーミングに比

べてデータ量としては小さいですから、配信

コストも極めて安くなります。だいたい1Mバ

イトで100円程度だとすると、マルチキャス

トですから100人利用すれば1人あたりのコ

ストは1円です。もうほとんどコストはゼロに

なるわけで、パッケージ流通の考え方とはま

るで違ってきます。あとは、ダウンロード可

能なファイルはものすごい数になりますので、

それをパソコン上でどう管理するのかという

点が問題になります。音楽ファイルなどでは

ジュークボックスのようなものが出てきてい

ますけれども、ああいう形で、取り込んだも

のをどう見るのか、どう楽しむのかというソ

フトウェアが必要になってきます。こうした

点も含めて、ファイルのダウンロード配信に

ついては、可能性についてまだまだ検討して

いくことになりそうです。

編集部：CATVインターネットやADSLとい

った他のサービスとの競争という面ではどの

ように考えていますか。

鮫島：競争相手というよりはパートナーであ

ると思っています。CATVインターネットや

ADSLでも、帯域を共有するという点では、

バックボーンの問題が避けて通れませんので、

コンテンツをなるべくユーザーの近くに持っ

ていこうという考え方になってきています。

そこで、こうした高速接続のプロバイダーに

対しても、大容量コンテンツを衛星を使って

配信するサービスを提供していきたいと考え

ています。当社がコンテンツをユーザーにダ

イレクトに配信するだけでなく、こうした他

の高速サービスにも配信できれば、ユーザー

の裾野が広がるわけですから、コンテンツプ

ロバイダーにとっても魅力になります。CATV

やADSLでも、こうしたコンテンツをユーザ

ー向けに提供する、リージョナルデータセン

ターのような動きも活発になってきています

し、こうした点で提携できるのではないかと

思います。こうした提携で、ユーザーやコン

テンツプロバイダーが増えてくるのであれば、

当面は競合相手ではなくて、パートナーとし

てマーケットを大きくしていきたいと考えて

います。

編集部：今後のサービスの見通しについて

は、どのようにお考えですか。

鮫島：コンテンツについては8月からファイ

ルの配信を開始する予定です。コンテンツ数

もどんどん増えていきます。ユーザー数は増

えてもスピードには影響がありませんので、

どんどん増やしていきたいと考えています。

現在、スカイパーフェクTVは200万以上の

加入件数がありますし、年間では100万件の

ペースで新規加入者があります。こうした新

規ユーザーに対しても、テレビとセットで販

売していくようなプランを計画しています。

編集部：最後になりますが、コンテンツプロ

バイダーの方にメッセージをお願いします。

鮫島：マルチキャストという新しい形のメデ

ィアにどういった可能性があるのかというこ

とにトライする意味でも、どんどんコンテン

ツを持ってきていただきたいと思っています。

従来のメディアに比べて広がりが大きく、コ

スト面でのリスクが少ないのが大きな特徴で

すから、ぜひ積極的に参加していただきたい

と思います。

編集部：ありがとうございました。

CATVやADSLは安価にコンテンツを提供で
き、NTT-SCにとってはユーザーの拡大とな
るため、どちらにもメリットが大きい。 

ユーザー 

CATV

ADSL

NTT-SC

コンテンツサーバー 

通信衛星 

CATVやADSLへのコンテンツ提供
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の撮影者、イラストの作成者、編集部など）が保持しています。 

 著作者から許諾が得られなかった著作物は収録されていない場合があります。 

 このファイルやその内容を改変したり、商用を目的として再利用することはできません。あくまで個人や企業の

非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。 

 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用する際は、出典として媒体名および月号、該当ページ

番号、発行元（株式会社インプレス R&D）、コピーライトなどの情報をご明記ください。 

 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 

 

 

 

 このファイルに関するお問い合わせ先 

 

All-in-One INTERNET magazine 編集部 

im-info@impress.co.jp 


